











ストラテジーを用いるかを主に「聞き返し」に焦点を当て調査した。結果、17 名中 15 名が
33 場面においてやりとりに問題を生じ、6 種類（74 例）の CS が見られた。初級学習者は中
国語に対する言語知識も限られており、使用されるストラテジー及び表現はほぼ同一で、授業


















見られるのは、“ 对不起，请再说一遍 ”、“ 我（还）没听懂 ”、“…是什么意思？ ”、“shǒujī?（エ






90 年代以降、盛んに行われている（尾崎 1992, 1993, 2001、トムソン木下 1994、福間 1994、
猪狩 1998, 1999、横須賀 2001、石田（猪狩）2002、椿 2010、堀内 2011、李 2011、福富（堀内）
2012 など多数）。一方、中国語教育においては、学習者のとるコミュニケーション・ストラテ
ジーについて 21 世紀以降いくつかの研究が見られるものの（罗青松 1999、刘颂浩ほか 2002、
章文君ほか 2008、吴勇毅 2008、钟泽洲 2009、闫丽萍 · 雷晔 2011、靳洪刚 2011、李彦霖 · 王萍













義、分類が提示され、異なるアプローチがされてきた。Dörnyei & Scott（1997）は CS 研究
の歴史を追い、これまでに提示されてきた主要な CS の定義、分類を表にしてまとめており、







 例：“ 我去买吸尘器 ” → “ 我去买家电 ”、“ 我去买东西 ”
・説明的に単語を表す
 例：“ 我去买吸尘器 ” → “ 我去买打扫用的电器 ”
・自分で単語を作る（造語）
 例：“ 我去买吸尘器 ” → “ 我去买打扫机 ”
・母語を直訳する
 例：“ 我去买吸尘器 ” → “ 我去买扫除机 ”
・その単語だけ母語や別の言語の単語をそのまま用いる
 例：“ 我的笔记本（电脑）坏了 ” → “ 我的 laptop 坏了 ”
・指示詞（その場にあるものを指さす）や視線、表情、ジェスチャーを用いる
 例：“ 裤子的拉链坏了 ” → “ 裤子的这个（指さして）坏了 ”
 　　助けを求めるような視線を送る、首をかしげる
・相手に意味を確認したり、その単語の説明を要求する
 例：“róngyì 是什么意思 ?”、“róngyì 是简单的意思吗 ?”、“róngyì?”、“ 怎么写 ?” 等
・相手に繰り返しを要求する
 例：“ 请你再说一遍 ”、“ 什么？ ”、“ 啊？ ” 等
・意味が分からないことを伝える
 例：“ 对不起，我听不懂 ”、“ 不好意思，我还不明白 ” 等
・フィラー（fillers）を使用して間を埋める（考え中であることを示す）
 例：“ 那个…”、“ 嗯ー…”、“ 怎么说呢 ”、“ 就是说…” 等
・その語を用いないで済むように話題を変える
・わかったふりをして話を合わせる（相づちを含む）






























  (b-1) 全文反復要求型： 質問の反復を要求する
    「すみません。もう一度お願いします」
  (b-2) 単語反復型： 質問中の聞き取れなかった単語だけを反復する
    「2 千 5 百…」
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  (b-3) エコー型： 質問の全文を反復する












































ローアップインタビューは行われていない。CS は Færch & Kasper（1984）の分類を参考に

































調査日時： 2015 年 8 月
調査対象： 北九州市立大学外国学部中国学科 1 年生 17 名（18 ～ 19 歳）3）
調査時までの中国語授業時間：112.5 時間（90 分×週 5 日× 15 週）


















 1. 你贵姓？ または 你叫什么名字？
 2. 你老家在哪儿？







 10. 汉语难吗？ または 作业多吗？
 11. 你每天学几个小时汉语？
 12. 你每天几点｛睡觉／起床｝？




























直接的反復要求 “（请）再说一遍 ” 29 39.2％
返答の試み “ 我，我，每天……” 等 17 23.0％
疑問の表示（間接的反復・説明要求）［↑］







わからないことの表明（間接的説明要求） “ 听不懂 ” 2 2.7％
沈黙 5） “……” 2 2.7％
計 74
　ここで使用された CS のうち、「聞き返し」として使用されているのは、「直接的反復要求」、 
「間接的反復・説明要求」、「間接的説明要求」であり、「直接的反復要求」は “（请）再说一遍 ”、
「間接的説明要求」は “ 听不懂 6）” という表現形式のみが使用されていた。「間接的反復・説明
要求」は “ 嗯？ ” 等の感動詞が多く見られ、一部に相手の言葉の全部または一部を繰り返すエ
コーが見られた。考え中であることを示す場合にも、フィラーとエコーが使用されていた 7）。









例 1. “ 请再说一遍 ”（7 例）
 老师： 你每天学几个小时汉语？
 学生 D：请・请再说一遍。
例 2.  ［考え中］＋ “ 请再说一遍 ”（2 例）
 老师： 你打了多长时间了？
 学生 L：えー［→］…请再说一遍。
例 3.  ［返答の試み］＋ “ 请再说一遍 ”（5 例）
 老师： 你每天学几个小时汉语？
 学生 B：我每天…每天…这个…这个・我每 天・写・我每天・（笑）・请・再・说・一遍 8）。
例 4.  ［返答の試み］＋［考え中］＋ “ 请再说一遍 ”（3 例）
 老师： 请告诉我你的电子邮箱，好吗？
　 ［表２］
1 “ 请再说一遍 ” 7
29
2 ［考え中］＋ “ 请再说一遍 ” 2
3 ［返答の試み］＋ “ 请再说一遍 ” 5
4 ［返答の試み］＋［考え中］＋ “ 请再说一遍 ” 3
5 ［返答の試み］＋［疑問］＋ “ 请再说一遍 ” 5
6 ［返答の試み］＋［疑問］＋［考え中］＋ “ 请再说一遍 ” 2
7 ［疑問］＋ “ 请再说一遍 ” 2
8 ［考え中］＋［疑問］＋ “ 请再说一遍 ” 2
9 ［考え中］＋ “ 请再说一遍 ” 1
10 ［返答の試み］＋［考え中］＋［疑問］＋ “ 听不懂 ” 1
2
11 ［返答の試み］＋［考え中］＋ “ 听不懂 ” 1




例 5.  ［返答の試み］＋［疑問］＋ “ 请再说一遍 ”（5 例）
 老师： 从你家到学校要多长时间？
 学生 C：从…学 习…啊・学校・啊・嗯［↑］…请…再…说一遍 9）。
例 6.  ［返答の試み］＋［疑問］＋［考え中］＋ “ 请再说一遍 ”（2 例）
 老师： 从你家到学校要多长时间？
 学生 F： 从・从我・家・从・我・家・从・我・家…从・我・家・从・我・家・有［↑］
…えー［→］…请・请再・说一遍。
例 7.  ［疑問］＋ “ 请再说一遍 ”（2 例）
 老师： 你是哪个大学的？
 学生 O：え［↑］…（空咳をする）・请・请・最 (zui)・说・一遍。
例 8.  ［考え中］＋［疑問］＋ “ 请再说一遍 ”（2 例）
 老师： 请告诉我你的电子邮箱，好吗？
 学生 O：……嗯［↑］・えー［→］…请再说一遍。
例 9.  ［考え中］＋ “ 请再说一遍 ”（1 例）
 老师： 你是什么时候・开始看网球比赛的？
 学生 M：看网球［→］…请再说一遍。
例 10.  ［返答の試み］＋［考え中］＋［疑問］＋ “ 听不懂 ”（1 例）
 老师： 你今天去打工吗？
 学生 H：我・嗯－［→］…嗯－［→］…嗯［↑］，听不懂，嗯［↑］。
例 11.  ［返答の試み］＋［考え中］＋ “ 听不懂 ”（1 例）
 老师： 你是・什么时候・开始・学汉语的？
 学生 B： …我是…什么时候……えーっと［→］・我是…什……什么时候…我是…什么
时候…我是…我是…我是……我…我…我・えっと ［ー→］…我是…我不听懂。
例 12.  ［沈黙］（2 例）
 老师： 你今天去打工吗？






１． 調査時の学習者の中国語学習歴は約 4 か月（112.5 時間）であり、授業は文法や文化に
関する解説、説明を除き、ほとんどが中国語で行われているものの、学習者はまだ自由
に簡単な発話を行うことができるレベルには至っておらず、語彙も少ない段階である。
そのため、既習の表現である “（请）再说一遍 ” が全 33 場面のうち 29 場面で使用され




に自身の成績に影響がある。そのためか、33 場面中 17 場面で、聴解に支障があった場
合にも、学習者はまず何らかの返答を試みていた（51.5％）。その後、どうしてもコミュ
ニケーションの維持が立ちゆかなくなった場合に、“ 请再说一遍 ” を用いて、教師に質
問の反復を要求するパターンが多く見られた（33 場面中 15 場面、45.5％）。




いていた。また、中国語でも使用される “ 啊ー ”（「あー」）や “ 嗯？ ”（「ん？」）等のフィ
ラーや感動詞についても、特に「中国語」という意識はなく、たまたま使用した日本語
が中国語でも使用されていたに過ぎない 10）。













　例 13、14 はいずれも “ 电子邮箱 ” という単語（発音）に自信が持てず、学習者は教師に質
問文を繰り返させることで “ 电子邮箱 ” という単語（発音）に関する情報を得ようとしている。
例 15.
 老师： 从你家到学校要多长时间？
 学生 C：从…学 习…啊・学校・啊・嗯［↑］…请…再…说一遍。（上掲例 5）
例 16.
 老师： 从你家到学校要多长时间？
 学生 F： 从・从我・家・从・我・家・从・我・家…从・我・家・从・我・家・有［↑］
…えー［→］…请・请再・说一遍。（上掲例 6）













する “ 请再说一遍 ” は最も有効な CS であったと言える。








































 4） 本授業は中国語母語話者 1 名と日本語母語話者（筆者）1 名で週 4 回、リレー講義を行っている。期末試験
は「筆記試験」と「口頭試験」に分かれており、筆者は口頭試験の際、観察者兼記録（録画、録音）係と
して試験場にいた。学習者は本授業の他、週 1 回の会話授業を受講している。
 5） ここで使用された沈黙 2 例はいずれも、アイコンタクト等の非言語要素を伴わないものであった。従来の
考え方では、いかなる CS もとらなかったことになるが、2.1 で紹介したように、ネウストプニー（1981, 
1995：192）は、「沈黙」も一部の接触場面においては「行き詰まった」ことの標号として使われる、とし
ており、ここではひとまず CS として分類しておく。
 6） ただし、2 例のうち 1 例は “ 不听懂 ” と誤った形で使用されていた（例 11）。




 8） 例文中の “ 这个（zhège)” は “ 几个（jǐge）” の、“ 写（xiě）” は “ 学（xué）” の聞き間違いである。
 9） 例文中の “ 学习（xuéxí）” は “ 学校（xuéxiào）” の聞き間違いである。
 10） 教師自身は授業内でフィラーや感動詞を使用していることもあるが、学習者はこれまで中国語のフィラー、





















ネウストプニー , J. V. （1981）「外国人場面の研究と日本語教育」『日本語教育』45：30-40。
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